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MPBフェーズチェンジ（Media Platform Building Phase Change: MPBフェーズチェンジ）と規
定している。 
       論 文 審 査 の 要 旨  
 No.2 
そして、第 3期では、増大化する各機能の自律性を担保しつつ、連携を円滑にするため、メタデー


























いう新しいアーキテクチャーに変更し、フレキシビリティを確保した。また、PC 向けの RTMP 



























 第 6 章ではプラグラマティック・オーディオアドといった新たなビジネスモデル導入に伴い、
放送局の CM 枠管理などの外部システムとの連携が必要になることを述べている。第 3 期拡張型
オーディオプラットフォームでは地上波ラジオだけでなく、音楽ストリーミングサービスなどオー
ディオメディア全てを扱う。そのためには、それぞれのシステムが自律性を担保しつつプラットフ




とキーコードとして共通のアーティスト ID（ACID: Artist Commons ID）を利用することを提案
している。 





 結論では、radikoという第 1期 IPv6マルチキャスト配信実験、第 2期サイマル配信プラットフ
ォームにおける通信・放送の融合プラットフォーム構築と進化におけるMPBサイクルというモデ










 著者は 2005年に IPサイマルラジオの研究を開始し、2006年には IPラジオ研究協議会を立ち
上げ、MPBモデルによって 2008年の大阪地区における IPv6マルチキャスト実験を推進した。ま
た、2009 年には IP サイマルラジオ協議会を立ち上げ、2010年の IPv4 ユニキャストによる実用
化試験配信を推進、radiko という安定的な通信・放送融合サービスの実現という成果を上げた。
なお、radiko の構築には二人の重要な人物が関わってきた。一人は三浦氏で、もう一人は当時朝
日放送に勤めていた香取啓志氏である。全体の 90%は三浦氏の業績であり、本論文に書かれてい
るすべての内容は三浦氏に帰属している。そしてその内容と分担に関して、香取氏の認識を委員会
として確認した。 
 これらの成果は、著者が長年、実務者、研究者として活動してきた研究実績と先端的な研究を行
うために必要な高度な研究能力、並びにその基盤となる豊かな学識、研究を社会貢献へ結びつける
実務能力を有することを示したものといえる。よって、本論文の著者は、博士（政策・メディア）
の学位を受ける資格のあるものと認める。 
 
 
 
